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鹿児島県
国保連合会広報誌

国
保

か
しごま

今月の
標語

〈知事賞〉

作品を作った
きっかけ

私がこの標語を作ろうと考えたときに頭に浮かんだのは、母との
散歩中での「皆が歩けば環境にもいいのにね」という一言でし
た。私は普段から車を使わずに徒歩で登校し、休日も母と歩い
て買い物に出かけています。これからも健康も含め、環境も大切
にしていきたいと思います。

環境と　体にやさしい　ウォーキング
第29回「健康増進月間」作文・標語コンクール受賞作品より

大口明光学園高等学校３年

今辻　早紀さん

毎月第３土曜日に行われるサロンを皆が首を長くして待っています。その月毎の予
定に沿って体操や手芸、小旅行などを行っていますが、仲間同士で先生になったり
して、体も心も軽くなり、来月を約束して帰る皆さんです。ただ恒例のゴキブリ団
子づくりや干支の壁掛けづくりの時だけは、誰ひとりしゃべらず真剣勝負。語りか
けて、ガラレタこともあったそうです。

鹿屋市　「白寒水いき生き甲斐」のみなさん
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第２３回鹿児島県国保地域医療学会

地域包括ケアにおける在宅医療と介護【特  集】

国
保
か
ご
し
ま

掛橋坂
かけはしざか

龍門司坂
たつもん  じ  ざか

白銀坂
しらかねざか



新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
28
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
ご

あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
よ
り
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ら

び
に
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
運
営
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

本
会
の
事
業
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
民
健
康
保
険
制
度
は
創
設
以
来
、

我
が
国
の
皆
保
険
制
度
の
中
核
を
担
う
制
度
と

し
て
、
地
域
医
療
の
確
保
と
住
民
の
健
康
の
保

持
増
進
に
大
き
く
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
や
経

済
の
低
迷
な
ど
が
相
ま
って
中
高
年
層
、
低
所
得

者
、
失
業
者
等
が
増
加
す
る
な
ど
以
前
に
も
増

し
て
危
機
的
な
構
造
と
な
って
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、「
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制

度
を
構
築
す
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
昨
年
の
５
月
29
日
公

布
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
に
つい
て
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
約
１
７
０
０
億
円
、
平
成
29
年
度
以

降
毎
年
３
４
０
０
億
円
の
公
費
を
新
た
に
投
入
し

て
国
保
財
政
基
盤
の
抜
本
的
な
強
化
を
図
り
、

平
成
30
年
度
か
ら
は
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の

責
任
主
体
と
な
り
、
市
町
村
と
と
も
に
共
同
保

険
者
と
し
て
国
保
運
営
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。
本
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
保
険
者
の
共
同

体
と
し
て
、
保
険
者
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

積
極
的
に
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

診
療
報
酬
審
査
支
払
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
28
年
４
月
に
診
療
報
酬
の
改
定
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
増
大
す
る
審
査
支
払

業
務
の
件
数
や
、
質
的
な
変
化
に
対
応
し
な
が

ら
、
適
正
で
公
正
な
審
査
支
払
を
行
う
た
め
、

審
査
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
効
果
的
な
審

査
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
審
査
の

充
実
強
化
の
た
め
、
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
の
各
種

研
修
会
の
充
実
な
ど
に
よ
り
職
員
に
よ
る
審
査

事
務
共
助
の
更
な
る
強
化
を
図
り
、
医
療
費
適

正
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

保
健
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
医
療
、
健
診

等
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
分
析
並
び
に
提
供
、
保
健

事
業
の
進
め
方
・
評
価
に
関
す
る
研
修
の
開
催

な
ど
、
保
険
者
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
取
り

組
み
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
生

活
習
慣
病
予
防
支
援
事
業
を
発
展
さ
せ
、
全
保

険
者
へ
本
会
職
員
を
派
遣
し
、
保
険
者
と
協
働

し
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
保
険
者
支

援
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
保

険
者
の
国
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全
な
運
営
に

寄
与
す
る
た
め
、
収
納
率
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
派
遣
し
、
保
険
者
の
収
納
率
向
上
を
支
援
す

る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
者
の
財
政
基
盤
の
安
定

化
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
は
、

要
介
護
状
態
に
な
って
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま

い
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
仕
組
み

の
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
介
護
保
険
制
度
の
予

防
給
付
の
地
域
支
援
事
業
への
移
行
に
お
け
る
新

た
な
総
合
事
業
の
給
付
管
理
業
務
は
、
複
雑
か

つ
多
様
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

業
務
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
適
正
化
支
援
事
業
を
充
実
さ

せ
、
更
な
る
介
護
給
付
の
適
正
化
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

先
般
行
わ
れ
た
「
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国

大
会
」
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
新
た

な
国
保
制
度
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
必
要
な
準

備
を
行
う
た
め
、
国
は
地
方
と
十
分
協
議
の
上
、

制
度
の
詳
細
等
を
早
急
に
示
す
こ
と
な
ど
を
求

め
る
決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
国
及
び
県
の
動
向
を
注
視
し
、
円

滑
に
保
険
者
業
務
の
支
援
が
で
き
る
よ
う
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
も
さ
ら
な
る
ご
理
解
、
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

新
し
い
年
が
皆
さ
ま
方
に
と
っ
て
実
り
多
き
年
に

な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年　

元
旦

鹿児島県国民健康保険団体連合会
理事長　本 田　修 一

《年頭のごあいさつ》

制度の動向を注視し、
円滑な保険者業務の支援に努める
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平
成
28
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
年

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

各
保
険
者
及
び
鹿
児
島
県
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
国
民

健
康
保
険
事
業
及
び
介
護
保
険
事
業
等
の
健

全
な
運
営
に
多
大
な
御
尽
力
を
い
た
だ
き
、
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
民
健
康
保
険
は
、
年
齢
構
成
が

高
く
医
療
費
水
準
が
高
い
こ
と
や
、
低
所
得

者
が
多
く
保
険
料
負
担
が
重
い
な
ど
の
構
造
的

な
問
題
に
加
え
、
高
齢
化
の
進
行
、
医
療
技

術
の
高
度
化
に
伴
う
医
療
費
の
増
大
な
ど
に
よ

り
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
の
５
月
27
日
に
医
療

保
険
制
度
改
革
関
連
法
が
成
立
し
、
財
政
支

援
の
拡
充
に
よ
り
国
保
の
財
政
基
盤
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
都
道
府

県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
っ
て
国
保
運

営
に
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

県
と
し
ま
し
て
は
、
新
し
い
国
保
制
度
に

円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
各
保
険
者
や
国

保
連
合
会
等
関
係
機
関
と
十
分
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
費
用
負
担
の
公

平
化
に
向
け
た
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、

昨
年
４
月
か
ら
新
た
な
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

県
に
お
い
て
は
、
こ
の
制
度
改
正
を
踏
ま

え
策
定
し
た
「
第
６
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
（
平
成
27
年
度
～
29
年
度
）」
に
基
づ
き
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
市
町
村
と
も
連
携
し
な

が
ら
、
見
守
り
や
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り
や

在
宅
医
療
及
び
医
療･

介
護
連
携
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
認
知
症
施
策
の
推
進
や
地
域
で

の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等
を
推
進
す

る
な
ど
、
引
き
続
き
、
介
護
基
盤
の
整
備
や

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保･

向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
現
在
の
健
康
増
進
計
画
「
健

康
か
ご
し
ま
21
（
平
成
25
～
34
年
度
）」
に

お
い
て
、「
心
豊
か
に
生
涯
を
送
れ
る
健
康
長

寿
県
の
創
造
」
を
目
指
し
、
脳
卒
中
、
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
等
の
発
症
・
重
症
化
予

防
と
、「
休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
」
を

重
点
目
標
に
掲
げ
、
市
町
村
や
関
係
団
体
等

と
連
携
し
な
が
ら
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

私
は
、
県
政
運
営
に
当
た
り
、「
か
ご
し
ま
将

来
ビ
ジ
ョン
」
や
マ
ニ
フェス
ト
に
基
づ
き
、「
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
す
べ
て
の
県
民
に
と
っ
て

優
し
く
温
も
り
の
あ
る
社
会
」
の
形
成
を
目
指

し
、
時
代
の
状
況
変
化
に
的
確
に
対
応
し
な
が

ら
、
様
々
な
取
組
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

21
世
紀
の
新
た
な
未
来
を
創
造
す
る
た
め
、

「
力
み
な
ぎ
る
・
か
ご
し
ま
」、「
日
本
一
の
く

ら
し
先
進
県
」
の
実
現
に
向
け
て
、
今
後
と

も
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
、
県
政
に

対
す
る
御
理
解
・
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

鹿
児
島
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
、
診
療
報

酬
、
介
護
報
酬
の
審
査
支
払
や
、
保
険
者

事
務
の
共
同
処
理
、
保
健
事
業
な
ど
の
推

進
を
は
じ
め
、
各
保
険
者
に
対
す
る
医
療

費
分
析
な
ど
の
各
種
情
報
の
提
供
や
助
言
・

支
援
に
努
め
ら
れ
、
国
民
健
康
保
険
事
業

及
び
介
護
保
険
事
業
の
安
定
的
な
運
営
に

御
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
各
保
険
者
及
び
鹿
児
島
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
御

発
展
と
皆
様
の
御
健
勝
・
御
多
幸
を
心
か
ら
祈

念
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年　

元
旦

鹿児島県

知　事　伊 藤　祐一郎

《年頭のごあいさつ》

「力みなぎる・かごしま」、
「日本一のくらし先進県」を目指す
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
28
年
の
新
春
を
迎
え
、
一
言
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

国
保
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
保
険
制
度
改
革

法
案
に
つ
い
て
は
、
皆
様
方
の
ご
支
援
を
賜
り
、

昨
年
５
月
27
日
に
第
１
８
９
国
会
に
お
い
て
可

決
、
成
立
し
、
国
保
制
度
創
設
以
来
の
大
改
革

が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
改
革
で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
長
年
の
願
い
で

あ
り
ま
し
た
国
保
の
財
政
基
盤
強
化
が
図
ら

れ
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
、
公
費
に
よ
る
毎
年

約
３
４
０
０
億
円
の
財
政
支
援
の
拡
充
が
行
わ

れ
ま
す
。

平
成
30
年
か
ら
は
、
都
道
府
県
が
市
町
村
と

と
も
に
国
保
の
運
営
を
担
い
、
財
政
運
営
の
責

任
主
体
と
な
って
、
国
保
事
業
の
健
全
な
運
営
に

つ
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
市
町
村
は
、

資
格
管
理
や
保
険
料
の
賦
課
・
徴
収
、
保
険
給

付
、
保
健
事
業
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

国
保
制
度
は
、
相
互
扶
助
の
精
神
の
も

と
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
中
核
と
し
て
、

地
域
医
療
の
確
保
や
住
民
の
方
々
の
健
康
増

進
に
大
き
く
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

加
入
者
の
年
齢
構
成
や
医
療
費
の
水
準
な
ど

構
造
的
な
問
題
に
加
え
、
超
高
齢
社
会
の

到
来
や
経
済
の
低
迷
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、

制
度
崩
壊
の
危
機
的
な
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

国
民
皆
保
険
制
度
の
最
後
の
砦
で
あ
る
国
保

制
度
が
崩
壊
し
ま
す
と
、
地
域
医
療
も
間
違
い

な
く
崩
壊
し
、
わ
が
国
の
医
療
保
険
制
度
は
維

持
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

今
回
の
改
革
は
、
こ
の
よ
う
な
危
機
的
な
状

況
を
打
開
し
、
国
保
の
広
域
化
と
基
盤
強
化

を
図
る
重
要
な
改
革
で
あ
り
、
確
実
な
実
現
を

図
って
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
会
と
し
ま
し
て
も
、
こ
の
新
し
い
国
保
制

度
の
円
滑
な
施
行
に
向
け
て
、
今
後
も
着
実
に

準
備
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

本
会
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
全
国
市
長
会

や
全
国
町
村
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
関
係

団
体
や
都
道
府
県
国
保
連
合
会
と
と
も
に
、

山
積
す
る
重
要
課
題
の
解
決
に
向
け
て
最
大

限
の
努
力
を
続
け
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様

方
か
ら
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
し
い
年
が
、
希

望
に
満
ち
た
明
る
い
一
年
と
な
る
こ
と
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
　
元
旦

国民健康保険中央会
会　長　岡 﨑　誠 也

《年頭のごあいさつ》

新国保の円滑な施行へ
着実に準備を

謹賀新年
皆様の益々のご健勝とご多幸をお祈りいたします

〈
鹿
児
島
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
〉

	

理
事
長	

志
布
志
市
長	

本
田
　
修
一	

	

副
理
事
長	

長
島
町
長	

川
添
　
健

	

（
職
務
代
理
者
）

	

　		

〃	

伊
佐
市
長	

隈
元
　
新

	

　
常
務
理
事		

学
識
経
験
者	

　
　
修
一

	

理
　
　
事	

鹿
屋
市
長	

中
西
　
茂

	

　		

〃		

日
置
市
長	

宮
路
　
高
光

	

　		

〃		

大
崎
町
長		

東
　
　
靖
弘

	

　		

〃		

伊
仙
町
長		

大
久
保
　
明	

	

　		

〃		

知
名
町
長		

平
安
　
正
盛	

	

　		

〃		

屋
久
島
町
長		

荒
木
　
耕
治

	

　		

〃		

県
医
師
国
保
組
合
理
事
長

	
	

	

池
田
　
琢
哉	

	

監
　
　
事		

指
宿
市
長		

豊
留
　
悦
男	

	

　		

〃		

十
島
村
長		

肥
後
　
正
司

外
職
員
一
同

〈
鹿
児
島
県
国
民
健
康
保
険
診
療
報
酬
審
査
委
員
会
〉

	

会
　
　
　
　
　
長	

野
村
　
秀
洋

	

会
長
職
務
代
行
者	

中
村
　
一
彦

	

　
　
　
〃			

堂
原
　
義
美

外
審
査
委
員
一
同

〈
鹿
児
島
県
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議
会
〉

	

副
　
　
会
　
　
長	

濵
畑
　
弘
記

	

（
会
長
職
務
代
行
者
）

	

外
役
員
一
同
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鹿児島県市町村自治会館で平成27年11月14日、第23回鹿児島県国保地域医療学会が開催された。国保診療施設に
勤務する医師や看護師、市町村国保の関係者ら約１４０人が出席し、「地域包括ケアにおける在宅医療と介護」をメイン
テーマに、研究発表やパネルディスカッション、特別講演が行われ活発な意見が交わされた。

地
域
に
根
ざ
し
　
　
　
　
　

住
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る

は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て
鹿
児

島
県
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議
会

の
濵
畑
弘
記
副
会
長
が
「
か
ね
て
か
ら

地
域
住
民
に
対
し
、
適
切
な
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
は
も
と
よ
り
、
健
康
づ
く
り

や
疾
病
予
防
、
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
一
体
化
し
た
包
括
的
な
地
域
医
療
活

動
の
推
進
に
、
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ

て
い
る
こ
と
に
対
し
、
改
め
て
敬
意
を
表

す
る
。
現
在
、
国
に
お
い
て
は
、
10
年

後
の
超
高
齢
化
社
会
を
想
定
し
た
、
持

続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
維
持
、
確

立
を
図
る
た
め
の
療
養
病
棟
の
削
減
を

は
じ
め
と
し
た
、
効
率
的
か
つ
質
の
高
い

医
療
提
供
体
制
を
築
く
た
め
の
法
的
整

備
を
行
って
い
る
。
そ
し
て
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
医
療
、
介

護
、
福
祉
と
い
っ
た
総
合
的
な
地
域
医

療
構
想
を
提
唱
し
て
い
る
。
本
県
に
お
い

て
も
各
地
域
、
医
師
会
な
ど
を
通
じ
て
、

『
地
域
医
療
構
想
懇
話
会
』
な
ど
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。
本
日
の
学
会
の
成
果

が
、
今
後
の
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
の

更
な
る
推
進
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
懸
案
事

項
の
解
決
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
祈
念
す

る
と
と
も
に
、
私
ど
も
の
施
設
が
、
地

域
に
根
ざ
し
た
住
民
の
健
康
と
生
命
を

守
る
医
療
施
設
と
し
て
、
存
在
意
義
を

ま
す
ま
す
高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る

よ
う
祈
念
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

続
い
て
来
賓
あ
い
さ
つ
を
し
た
鹿
児

島
県
保
健
福
祉
部
の
古
薗
宏
明
部
長
は

「
皆
様
御
承
知
の
と
お
り
、
国
保
診
療

施
設
は
、
地
域
住
民
に
対
す
る
医
療
の

提
供
や
、
健
康
の
保
持
増
進
への
寄
与
と

い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
一
方
で
は
、
医
療
従
事
者
不

足
や
診
療
施
設
・
医
療
機
器
の
維
持
・

整
備
な
ど
、
現
場
の
皆
様
方
の
御
苦
労

は
大
変
な
も
の
と
伺
っ
て
い
る
。
県
と
し

ま
し
て
も
、『
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
か
ご
し

ま
』
等
に
よ
る
医
師
の
確
保
や
、
国
庫

助
成
制
度
等
の
活
用
を
図
る
こ
と
な
ど

を
通
じ
て
、
引
き
続
き
診
療
施
設
運
営

特 集

s p e c i a l  f e a t u r e

パネルディスカッションで司会を務めた薩摩川内市里診療所の鈴木済所長
（右）と助言者の藤村憲治先生

第23回鹿児島県国保地域医療学会

「地域包括ケアにおける
在宅医療と介護」

さまざまな立場で地域医療に携わっている5人の発言者とともに行われたパネルディスカッション
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第23回鹿児島県国保地域医療学会特  集

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
さ

て
、
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
き
ま
し

て
は
、
去
る
５
月
27
日
に
医
療
保
険
制

度
改
革
関
連
法
が
成
立
し
、
財
政
支
援

の
拡
充
に
よ
り
国
保
の
財
政
基
盤
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
平
成
30
年
度
か
ら

都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と

な
っ
て
国
保
運
営
に
中
心
的
な
役
割
を

担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
新
し
い
制
度
や
運

用
の
詳
細
は
、
国
と
地
方
の
協
議
に
よ
っ

て
順
次
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
県
と
し
ま
し
て
は
、
新
し
い
国
保

制
度
に
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
市

町
村
や
国
保
連
合
会
等
関
係
機
関
と
十

分
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
」
と
述
べ
た
。

診
療
施
設
間
で
の
　
　
　
　

情
報
の
共
有
を
図
る

引
き
続
き
行
わ
れ
た
研
究
発
表
で

は
、
臨
床
検
査
事
務
部
門
の
座
長
を
枕

崎
市
立
病
院
の
佐
々
木
健
院
長
が
務
め

３
つ
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
看
護

保
健
部
門
で
は
、
肝
付
町
立
病
院
の
村

野
則
子
看
護
師
長
が
座
長
を
務
め
２
つ

の
研
究
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

研
究
発
表
に
フ
ロ
ア
ー
か
ら
質
疑
が
寄
せ

ら
れ
た
。

今
回
発
表
さ
れ
た
５
つ
の
研
究
発
表

の
中
か
ら
、
今
年
山
形
県
で
開
催
さ

れ
る
第
56
回
全
国
国
保
地
域
医
療
学

会
で
鹿
児
島
県
を
代
表
し
て
発
表
に

選
出
さ
れ
た
の
は
、
鹿
児
島
赤
十
字

病
院
の
永
山
純
医
師
「
巡
回
診
療
し

て
い
る
離
島
で
も
、
最
後
ま
で
穏
や
か

に
暮
ら
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
と
枕
崎
市
立
病
院
の
前
村
奈
緒

子
看
護
師
「
誤
嚥
性
肺
炎
発
生
減
少

へ
の
取
り
組
み
―
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
改
善

と
統
一
の
効
果
―
」
の
二
つ
の
研
究
発

表
と
な
っ
た
。

研
究
発
表
後
は
、
お
互
い
の
施
設
を

知
る
こ
と
で
県
内
の
診
療
施
設
間
で
の

情
報
の
共
有
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
診

療
施
設
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

今
回
は
、
薩
摩
川
内
市
下
甑
歯
科
診

療
所
と
国
民
健
康
保
険
大
和
診
療
所
の

紹
介
。

薩
摩
川
内
市
下
甑
歯
科
診
療
所
の

中
村
幸
作
事
務
主
任
は
、
下
甑
町
の
人

口
は
２
０
０
０
人
余
り
、
高
齢
化
率
は

40
％
を
超
え
て
い
る
。
診
療
所
は
昭
和

53
年
に
開
設
さ
れ
、
下
甑
町
唯
一
の
歯

科
診
療
所
で
あ
り
、
内
科
も
併
設
し
て

い
る
。
学
校
と
連
携
し
虫
歯
予
防
に
も

力
を
入
れ
、
訪
問
診
療
も
行
って
い
る
と

紹
介
し
た
。

続
い
て
国
民
健
康
保
険
大
和
診
療

所
を
紹
介
し
た
大
山
綱
治
事
務
次
長

は
、
平
成
27
年
10
月
１
日
現
在
、
大

和
村
の
人
口
は
１
５
９
３
人
、
高
齢
化

率
は
38
％
で
あ
る
。
診
療
所
は
昭
和

35
年
に
開
設
さ
れ
、
時
間
外
や
休
診

日
に
も
診
療
を
行
い
、
特
養
老
人
施

設
を
か
か
え
て
い
る
た
め
、
緊
急
往
診

の
連
絡
が
あ
り
、
実
質
は
24
時
間
体

制
で
あ
る
。
診
療
所
ま
で
毎
週
火
・

木
曜
日
の
午
前
に
地
区
を
分
け
て
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
の
送
迎
、
ま
た
特
定
健
診
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
各
種
予
防
接
種
を

行
い
地
域
と
と
も
に
あ
る
診
療
所
で
あ

る
と
説
明
し
た
。

主催者あいさつで「本日の学会の成果がさまざまな懸案事項の解決の
一助になれば」と述べる濵畑弘記副会長

来賓あいさつで「引き続き診療施設運営の支援に取り組んでまいりたい」
と述べる古薗宏明部長

薩摩川内市下甑歯科診療所

国民健康保険大和診療所
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問
わ
れ
る
日
本
の
超
高
齢
化

社
会
に
お
け
る
死

施
設
紹
介
の
後
は
、
特
別
講
演
が
行

わ
れ
、
元
屋
久
島
町
栗
生
診
療
所
の
藤

村
憲
治
先
生
が
「
死
因
「
老
衰
」
の
現

代
的
意
味
―
問
わ
れ
る
日
本
の
超
高
齢

社
会
に
お
け
る
死
―
」
と
題
し
て
、
死

因
「
老
衰
」
に
つ
い
て
公
衆
衛
生
学
的

視
点
か
ら
、
①
日
本
の
「
老
衰
」
死
亡

率
は
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
に
く
ら
べ
て
20
倍
以

上
も
高
い
の
か
（
国
際
比
較
）、
②
市

町
村
別
「
老
衰
」
死
亡
率
の
差
は
医

療
・
社
会
的
指
標
の
み
で
解
決
で
き
る
の

か
（
国
内
比
較
）、
③
臨
床
の
現
場
で
医

師
の
「
老
衰
」
診
断
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
「
選
択

と
決
断
」
の
も
と
に
診
断
書
を
記
入
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
、
④
な
ぜ
「
病
院
に
は

老
衰
は
な
い
」
と
言
わ
れ
る
の
か
、
に
つい

て
解
説
し
た
。
４
つ
の
「
な
ぜ
」
に
対
す

る
医
学
・
公
衆
衛
生
学
的
回
答
で
は
、｢

老
衰｣

問
題
の
全
体
像
は
明
ら
か
に
な
ら

な
い
た
め
、
社
会
学
的
視
点
の
必
要
性
を

明
ら
か
に
し
た
。
藤
村
先
生
は
「
日
本

の
『
老
衰
』
は
、
長
寿
・
自
然
に
支
え

ら
れ
る
文
化
的
概
念
で
あ
り
、
そ
れ
が

老
衰
問
題
の
底
流
と
し
て
脈
々
と
し
て
流

れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
老
衰
』
は
医
学

的
老
衰
（
死
因
「
老
衰
」）
と
文
化
的

老
衰
（
長
寿
・
自
然
）
か
ら
構
成
さ
れ
、

医
学
的
老
衰
は
階
層
的
で
あ
り
、
下
層

か
ら
上
層
へ
と
順
に
統
計
的
・
医
療
的
・

臨
床
的
老
衰
と
い
う
構
造
に
な
って
い
て
、

制
度
的
・
規
範
的
な
相
互
作
用
関
係
が

存
在
す
る
」
と
講
演
し
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
に
お
け
る
　

在
宅
医
療
と
介
護

続
け
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、「
地
域
包
括
ケ
ア
に
お
け

る
在
宅
医
療
と
介
護
」
と
題
し
、
司
会

者
に
薩
摩
川
内
市
里
診
療
所
の
鈴
木
済

所
長
、
助
言
者
に
特
別
講
演
に
引
き
続

き
藤
村
憲
治
先
生
を
迎
え
、
５
人
の
パ

ネ
ラ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
発
言

し
た
。（
発
言
内
容
は
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

そ
の
後
、
分
科
会
が
行
わ
れ
事
務
部

門
で
は
、「
鹿
児
島
県
地
域
医
療
構
想
」

に
つ
い
て
本
会
事
業
課
の
大
村
猛
保
健

事
業
係
長
が
説
明
し
た
。

看
護
部
門
で
は
、「
認
知
症
の
人
と
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
」
と
題
し
て
、
公
益

社
団
法
人
共
済
会
南
風
病
院
の
榎
本
さ

つ
き
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
が
講
演

し
た
。

閉
会
に
あ
た
り
薩
摩
川
内
市
里
診
療

所
の
鈴
木
済
所
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

研　究　発　表

特別講演を行う藤村憲治先生

鹿児島赤十字病院
医師　永 山  純

巡回診療している離島でも、最期まで
穏やかに暮らせるための取り組みにつ
いて

鹿児島県立大島病院
医師　知 念  崇

鹿児島県立大島病院における訪問診
療の症例と在宅医療の課題

長島町国民健康保険鷹巣診療所
診療放射線技師　田 中  義 朗

長島町において鷹巣診療所が行って
いるAi（死亡時画像診断）の紹介

臨床・検査・事務

南さつま市立坊津病院
看護師　柳 田  友 明　

下剤使用依存心患者様へのアプローチ  
～信頼関係が意識変化に繋がる～

座　長
肝付町立病院
看護師長　村 野  則 子

座　長
枕崎市立病院
院　 長　佐 々  木  健

枕崎市立病院
看護師　前 村  奈 緒 子

誤嚥性肺炎発生減少への取り組み  
～ポジショニング改善と統一の効果～

看護・保健
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第23回鹿児島県国保地域医療学会特  集

パネルディスカッション

地域包括ケアにおける理念とでも言うか、医療におけるパラダイムシフトとでも言うのか、医療モデル
から生活モデル（WHOでは統合モデル）への移行が言われている。昨今の在宅医療の議論を考えるに
つけ、医療モデルでの在宅ケア介入が多いように思う。時の流れの中での時間的な様子でもあるように
思うが、地域包括ケアを将来のQOL向上を目指すヘルスケアシステムとして位置づけたとき、果たして、
医療は在宅ケアの一部門として介護と共にチームを組めるのかいささか不安にもなる。

そこで、私の僻地医療・在宅医療の経験を通じて考え、私の理解の是非をうかがえればと思う。在
宅医療での活動は、旧来の医療モデルであってはならないし、生活（統合）モデルを念頭におく必要が
ある。在宅ケアは入院病床の単なる延長ではないし、在宅死が増えることが目標でもない。介護は医
療の下働きではなく、同じ目線でチームとしての同じ目標を掲げる部門である。QOLの向上を目的とし、
ICFという考え方に沿った地域包括ケア体制の整備、生活（統合）モデルを手段とした地域経営への参
画を希望したい。

垂水市立医療センター
垂水中央病院　在宅療養部
医師　池田　忠

「地域包括ケアにおける在宅医療と生活モデル」

当院は、平成17年度より在宅訪問診療を行っている。今年から症例ごとの検討会を、医師、看護
師、ケアマネージャー、ヘルパーと行っている。そこで、症例ごとにケースカンファレンスを通し、共通し
た問題点の抽出を試みた。その結果、共通して見えてきた問題点として家族の介護協力不足問題（患
者の生活状況が確認できないなど）、認知問題（昼夜逆転や定期的な通院ができないなど）、ADLの低
下問題（下肢がふらつき転倒するリスクが大きい）、住宅、生活環境問題（住宅が古く室内環境が整え
られないなど）、があげられた。

高齢者が、複数の基礎疾患を抱えながら入院することなく在宅で過ごすことは難しい現状であり、更
にはキーパーソンがいたとしても、介護に対して困難な状況もあった。その結果、病状の変化に気が付
くことが遅れてしまい入院に至ってしまうことも考えられた。

これからの医療は、病院で治療、看護するのではなく在宅で治療、看護するために、多職種が情報
共有し連携を取りながら、「時々、入院。ほぼ在宅」を目指していきたい。

「在宅診療と今後の課題　～時々入院、ほぼ在宅をめざして～」

枕崎市立病院
外来看護師長　田渕　晴美

Ｈ26年7月～Ｈ27年8月の過去1年間における当院の在宅訪問診療の統計をとった。延べ145名の
在宅患者数。独居で交通手段がない・歩行困難・寝たきり等の理由により在宅訪問診療を受けている。

当院で在宅訪問診療を行っている患者の中には、1回／月・1回／ 2Ｗの定期的な訪問診療以外に
家族や訪問看護師・ヘルパーより状態悪化・急変の連絡があり、緊急訪問診療を行うことが増えている。

在宅訪問診療で足りないところの患者の状態把握は、今後も家族や包括支援センター・訪問看護ス
テーションに頼らざる得ないところもある。そうした中で自宅にて医療機器を扱えるようになったことで点
滴治療・処置などに加え、癌末期の看取り（在宅死）を望まれる患者もあり、ますます在宅医療と訪問看
護の充実は欠くことのできないものとなっている。

今後も在宅での療養生活のトラブル対策、健康状態や病状の管理と適切なサポートを行うとともに患
者のＱＯＬの維持とメンタル面のケアも含め多職種の方 と々の連携を取りながら在宅療養生活を安心し
て送って頂けるように努めたいと思う。

「当院での在宅訪問診療の現在の取り組みと課題」

長島町国民健康保険鷹巣診療所
看護師長　田中　隆子

地域包括ケアシステムは「住み慣れた地域で暮らしたい思いを、自分の地域でお互い支え合う体制」
を整える、医療と介護･予防・地域で本人の自立を支えるとなっています。

この度、訪問看護ステーションの立場から、在宅医療と介護の連携・地域の見守りで「本人が望む暮
らし、本人と家族の自己決定」に寄り添ったA様の事例を報告します。

A様は、もう最期の大事な時間という状態でした。「病院ではなく家で看取る」と家族で決めて息子の
家へ来られました。在宅医が決まり、ケアマネジャーと訪問看護が呼ばれたとき、「胃瘻でなく、口から
食べたい」という意思表示をされました。医師の診察、歯科・口腔嚥下、リハビリなどで本人の状態が
回復したこと、環境整備やショートステイ等のほか、介護者を支えたのは近所の声かけなどが大きかっ
たこと、本人の人となりが伝わると医療や介護に味わいが加わることなどを報告します。

また、地域包括ケアにおける訪問看護ステーションとして「自己決定・生活の継続・残存能力の活用」
を連携で支えていきます。

「訪問看護ステーションは住み慣れた地域で自分らしく生きることを支えます」

姶良地区医師会訪問看護ステーション
室長　上薗　妙子

本県においても，高齢化の進展に伴い要介護認定者は年々増加しており，今後ますます医療依存度
の高い在宅療養者が増えることも見込まれていることから，高齢者の状態に応じた在宅医療の環境整
備が必要である。

平成25年度の「高齢者実態調査・日常生活圏域ニーズ調査」によると，約6割の県民が最後を自宅で
迎えたいと希望している一方，平成25年度の「人口動態統計調査」によると，実際に自宅で亡くなった
方は1割に満たない状況にあり，在宅医療の提供体制の整備は，まだ十分とはいえない状況にある。

このため，平成26年の介護保険制度の改正では，地域包括ケアシステム構築に向けた市町村の取
組みを促進するために，包括的支援事業の一環として平成30年度までに在宅医療・介護連携の推進
に取組むこととなっている。

県としては，県内の在宅医療・介護連携体制の推進を図り，平成30年度までに全市町村での在宅
医療介護連携の推進が円滑に進むよう，①基盤整備②市町村支援③人財育成④普及啓発に取組ん
でいるところであり，今後とも関係団体と連携・協力の上で在宅療養環境の整備や医療・介護連携の推
進を図っていきたい。

鹿児島県保健福祉部介護福祉課
地域包括ケア対策監　永山　広子

「本県の地域包括ケアシステム構築推進に係る在宅医療・介護連携について」
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保健師
ルポ

長
谷
川
　
志
穂

屋
久
島
町
役
場
　
健
康
増
進
課
　
健
康
予
防
対
策
係
　
保
健
師

町
民
の
健
康
な
日
常
の
た
め
に
　

心
と
身
体
の
支
援
を
心
掛
け
る

「
世
界
自
然
遺
産
」屋
久
島

屋
久
島
町
は
、
鹿
児
島
市
の
南
方

約
１
３
５
㎞
、
県
本
土
の
南
方
約
60
㎞

の
海
上
に
あ
り
屋
久
島
と
そ
の
西
北

西
約
12
㎞
に
あ
る
口
永
良
部
島
の
２

つ
の
島
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
10
月
末
現
在
の
人
口
は
６
７
７
６
世

帯
、
１
万
３
１
６
１
人
。
高
齢
化
率
は

31
・
１
％
と
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
屋
久
島
町
の
保
健
師
は
５
名
。
保

健
業
務
３
名
、
介
護
業
務
に
２
名
。
こ

の
他
嘱
託
の
保
健
師
数
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

屋
久
島
は
周
囲
１
３
２
㎞
の
円
形

の
島
で
、
九
州
最
高
峰
の
宮
之
浦
岳

（
１
９
３
６
ｍ
）
を
は
じ
め
、
島
の
多

く
は
山
岳
部
分
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、

樹
齢
数
千
年
の
屋
久
杉
を
は
じ
め
と
す

る
特
殊
な
森
林
植
生
や
、
亜
熱
帯
か
ら

冷
温
帯
に
及
ぶ
植
生
の
垂
直
分
布
な
ど

貴
重
な
自
然
環
境
・
自
然
資
源
が
世
界

的
な
評
価
を
受
け
、
平
成
５
年
に
我
が

国
で
最
初
の
「
世
界
自
然
遺
産
」
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

爆
発
的
噴
火
に
も
全
員
無
事

の
迅
速
な
避
難

口
永
良
部
島
は
長
径
12
㎞
、
最
大

幅
５
㎞
の
ひ
ょ
う
た
ん
型
を
し
た
薩
南

火
山
群
島
最
大
の
美
し
い
緑
の
火
山
島

で
、
島
の
海
岸
周
辺
の
随
所
に
は
良

質
な
温
泉
が
湧
き
出
て
い
ま
す
。
ま

た
、
島
の
面
積
の
３
割
以
上
を
竹
林
が

占
め
、
最
高
標
高
は
６
５
７
ｍ
と
比
較

的
傾
斜
の
緩
や
か
な
地
域
は
天
然
の
牧

野
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
の

静
か
な
島
の
新
岳
が
平
成
27
年
５
月
29

日
午
前
９
時
59
分
に
突
然
爆
発
的
噴
火

が
発
生
し
ま
し
た
。
噴
煙
は
火
口
上

９
０
０
０
ｍ
以
上
ま
で
上
が
り
、
火
口

周
辺
に
は
噴
石
が
飛
散
。
屋
久
島
や
種

子
島
で
も
降
灰
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。

火
砕
流
も
発
生
し
新
岳
火
口
の
南
西
側

か
ら
北
西
側
に
か
け
て
の
海
岸
ま
で
達

し
ま
し
た
。
こ
の
噴
火
で
気
象
庁
が
噴

火
警
報
を
発
表
し
、
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル

を
３
（
入
山
規
制
）
か
ら
５
（
避
難
）

に
引
き
上
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
町
は
口

永
良
部
島
全
域
に
島
外
へ
の
避
難
指
示

を
出
し
ま
し
た
。

噴
火
発
生
時
、
島
内
に
は
１
１
８
名

の
島
民
と
19
名
の
旅
行
者
等
合
わ
せ
て

１
３
７
名
が
い
ま
し
た
が
防
災
ヘ
リ
や

町
営
船
、
漁
船
な
ど
で
全
員
が
無
事
に

屋
久
島
へ
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
昨
年
８
月
の
34
年
ぶ
り
と
な
っ
た

新
岳
噴
火
後
に
防
災
マ
ッ
プ
を
見
直
し

て
避
難
場
所
の
変
更
を
行
っ
た
こ
と
や

各
自
で
避
難
で
き
る
よ
う
に
訓
練
を
重

ね
た
こ
と
が
全
員
無
事
の
迅
速
な
避
難

に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
ま
す
。

顔
が
見
え
る
付
き
合
い
の  

　

大
切
さ

避
難
当
日
は
、
避
難
者
の
疲
労
等
も

考
慮
し
屋
久
島
内
の
診
療
所
医
師
と
保

健
師
に
よ
る
簡
単
な
健
康
確
認
を
行
い

ま
し
た
。
幸
い
に
も
今
回
の
噴
火
は
、

こ
れ
ま
で
の
多
く
の
自
然
災
害
の
よ
う

に
、
た
く
さ
ん
の
け
が
人
や
死
者
が
出

た
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
翌
日
に
は
町
保
健
師
・
保
健
所
保

健
師
・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
医
療
機

関
の
看
護
師
等
で
対
策
会
議
を
開
き
、

避
難
所
の
訪
問
、
情
報
交
換
や
今
後 噴火直後の口永良部島
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保健師
ルポ

の
支
援
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
持
ち
ま

し
た
。

口
永
良
部
島
に
は
役
場
の
出
張
所
、

へ
き
地
出
張
診
療
所
が
あ
り
ま
す
が
、

町
の
職
員
は
出
張
所
に
１
名
い
る
の
み

で
保
健
師
は
常
駐
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
私
た
ち
保
健
師
は
年
に
数
回

あ
る
集
団
検
診
を
利
用
し
て
島
民
の
皆

さ
ん
と
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。
診
療

所
に
は
医
師
１
名
と
看
護
師
が
１
名
お

り
、
普
段
の
島
民
の
健
康
管
理
に
従
事

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
全
島
避
難
と
い

う
こ
と
で
、
職
員
・
医
師
・
看
護
師
も

一
緒
に
避
難
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

島
民
の
こ
と
を
よ
く
知
る
こ
の
３
人
を

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
支
援
体
制
を
構
築
で

き
た
た
め
、
ス
ム
ー
ズ
な
支
援
に
つ
な

げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

小
さ
な
島
で
顔
が
見
え
る
付
き
合
い

を
し
て
い
る
口
永
良
部
島
。
い
つ
も
と

は
違
う
環
境
だ
か
ら
こ
そ
、
で
き
る
だ

け
顔
見
知
り
の
町
の
保
健
師
が
中
心
と

な
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

「
い
つ
も
通
り
」の
生
活
を
　

送
れ
る
よ
う
な
支
援
が
カ
ギ

各
方
面
よ
り
ご
支
援
の
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
私
た
ち
が
必
要
と
し

た
の
は
災
害
支
援
で
は
な
く
通
常
業
務

へ
の
支
援
で
し
た
。
私
た
ち
に
は
避
難

者
へ
の
支
援
に
加
え
、
当
然
、
通
常
の

集
団
検
診
や
教
室
の
開
催
な
ど
の
業
務

も
あ
っ
た
か
ら
で
す
。「
こ
ん
な
と
き
に

検
診
な
ん
て
…
」
と
お
叱
り
の
言
葉
を

い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
け

れ
ど
大
切
だ
っ
た
の
は
「
日
常
」
だ
と

今
な
ら
胸
を
張
っ
て
言
え
そ
う
な
気
が

し
ま
す
。
大
変
な
時
だ
か
ら
こ
そ
い
つ

も
通
り
の
、
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
生

活
を
送
れ
る
よ
う
な
支
援
こ
そ
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

長
引
く
避
難
生
活
の

中
で
、
避
難
所
か
ら
住

宅
へ
、
そ
し
て
い
つ
も

や
っ
て
い
た
畑
仕
事
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

な
ど
一
つ
一
つ
日
常
を

取
り
戻
し
て
い
く
中
で
、

島
民
の
皆
さ
ん
の
顔
も

輝
き
を
取
り
戻
し
て
い

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

と
変
わ
ら
な
い
生
活
に

ど
れ
だ
け
近
づ
け
ら
れ

る
か
が
支
援
の
カ
ギ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

避
難
か
ら
約
半
年
。

さ
ま
ざ
ま
な
機
関
の
た

く
さ
ん
の
方
々
か
ら
の
ご

支
援
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま

で
く
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
完
全
帰
島
も
見
え

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
半
年
間
無
人

だ
っ
た
口
永
良
部
島
に
残
さ
れ
た
課
題

は
大
変
な
も
の
で
す
。
同
時
に
、
今
回

の
経
験
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
活
動

し
て
い
く
か
が
私
た
ち
保
健
師
の
課
題

と
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
健
康
な
日
常

の
た
め
に
、
日
々
心
と
身
体
の
支
援
を

心
掛
け
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

屋久島の健康を支える保健師たち（筆者中央）

口永良部島民の避難所での様子 屋久島に避難するため町営船「フェリー太陽」に乗船
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ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で

日
本
一
周
に
挑
戦

南
大
隅
町
は
平
成
17
年
３
月
、
根
占

町
と
佐
多
町
が
合
併
し
た
鹿
児
島
県
大

隅
半
島
の
南
部
の
ま
ち
で
、
本
土
最
南

端
に
位
置
し
て
い
る
。
ビ
ロ
ウ
や
ソ
テ

ツ
が
生
い
茂
り
、
南
国
の
花
が
咲
き
乱

れ
、
北
緯
31
度
線
以
南
に
あ
る
佐
多
岬

か
ら
左
は
太
平
洋
、
右
は
東
シ
ナ
海
と

二
つ
の
海
が
出
会
う
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る

町
で
あ
る
。

「
南
大
隅
町
は
超
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
中
で
、
平
成
22
年
度
に
、
当

時
推
進
し
て
い
た
健
康
づ
く
り
の
一
環

で
あ
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
発
展
さ
せ
る

形
で
『
て
の
ん
で
さ
る
こ
や
事
業
』
を

始
め
た
。
町
民
の
方
々
に
目
標
を
持
っ

て
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
『
て
の
ん
で
さ
る
こ
や
九
州
一
周

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
64
区
間
』
を
作

成
し
た
。
参
加
者
に
は
万
歩
計
を
つ
け

て
い
た
だ
き
、
日
頃
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

の
歩
数
を
足
し
て
い
く
。
そ
れ
を
距
離

に
換
算
し
て
ど
こ
ま
で
行
っ
た
か
を
役

場
庁
舎
の
玄
関
に
設
置
し
た
地
図
上
に

名
前
を
記
し
て
い
く
こ
と
で
、
参
加
者

の
励
み
に
も
な
っ
て
い
る
。」

そ
う
話
す
の
は
、
同
町
町
民
保
健

課
の
馬
見
塚
大
助
課
長
。
こ
の
事
業

に
は
町
民
の
２
９
７
人
が
登
録
し
て
お

り
、
個
人
の
歩
幅
や
毎
月
の
歩
数
を
報

告
し
、
本
庁
、
支
所
に
あ
る
大
き
な
九

州
一
周
の
看
板
に
名
前
を
連
ね
て
い
る
。

競
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
参
加

者
の
到
達
地
が
気
に
な
る
よ
う
だ
。
翌

年
に
は
早
く
も
九
州
一
周
踏
破
者
が
で

た
た
め
、
二
次
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
「
日

本
一
周
マ
ッ
プ
88
区
間
」
を
設
置
し
た

と
い
う
。

て
の
ん
で
さ
る
こ
や
事
業
　
南
大
隅
町

生
涯
を
は
つ
ら
つ
と
過
ご
す
た
め
に

生
活
習
慣
病
や
高
齢
期
の
寝
た
き
り
、
認
知
症
な
ど
の
予
防
に
は
、
日
常
生
活
の
中
で
、
で
き
る
だ
け
体
を
動
か
す
こ
と
が
重

要
な
鍵
と
な
る
。
積
極
的
に
体
を
動
か
す
こ
と
は
、
体
だ
け
で
な
く
、
心
の
健
康
づ
く
り
に
も
影
響
を
与
え
る
。
そ
こ
で
、
気

軽
に
で
き
る
健
康
づ
く
り
と
し
て
、
九
州
一
周
・
日
本
一
周
の
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る

南
大
隅
町
の
「
て
の
ん
で
さ
る
こ
や
事
業
」を
紹
介
す
る
。

サーティワンウオーキングで8キロコースに挑戦する西原雅節さん（中央）。ゴールは佐多岬

町民保健課　馬見塚大助課長

各
種
検
診
の
積
極
的

な
受
診
や
体
力
づ
く

り
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
始
め
ま
せ
ん
か
。
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住
民
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く

り
を
後
押
し
す
る

て
の
ん
で
さ
る
こ
や
事
業
の
多
く
の

方
々
が
参
加
さ
れ
る
佐
多
岬
マ
ラ
ソ
ン

＆
サ
ー
テ
ィ
ワ
ン
ウ
ォ
ー
ク
を
訪
れ

た
。
サ
ー
テ
ィ
ワ
ン
と
は
、
佐
多
岬

が
あ
る
北
緯
31
度
線
の
こ
と
で
、
サ
ー

テ
ィ
ワ
ン
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
は
、
３
・
１

マ
イ
ル
（
５
キ
ロ
）
と
８
キ
ロ
の
二
つ

が
あ
り
、
８
キ
ロ
コ
ー
ス
の
ゴ
ー
ル
は

佐
多
岬
。

て
の
ん
で
さ
る
こ
や
事
業
で
、
日
頃

か
ら
歩
い
て
い
る
と
い
う
西
原
雅
節
さ

ん
は
「
あ
ち
こ
ち
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大

会
に
行
っ
て
、
い
ろ
ん
な
景
色
と
人
に

出
会
う
こ
と
が
楽
し
い
」
と
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
の
魅
力
を
話
し
た
。

い
つ
も
二
人
で
歩
い
て
い
る
と
い
う
水

枝
谷
清
春
・
タ
ツ
子
夫
妻
は
「
朝
歩
く

と
さ
わ
や
か
。
歩
い
て
い
る
間
に
気
分
が

す
っ
き
り
し
て
、
頭
が
活
動
を
始
め
る
。

ご
は
ん
が
お
い
し
い
」
と
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
始
め
て
の
体
の
変
化
を
話
し
た
。

同
町
で
は
、
27
年
度
か
ら
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
い
う
健
康

教
室
も
年
に
２
回
開
催
し
て
い
る
。「
て

の
ん
で
さ
る
こ
や
事
業
」
に
参
加
し
て

か
ら
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
参
加
し
た
り
、
以

前
よ
り
も
積
極
的
に
外
に
出
る
よ
う
に

な
っ
て
生
き
が
い
が
出
て
き
た
と
の
声

も
聞
か
れ
る
。

同
町
は
、
こ
れ
か
ら
も
住
民
の
幸
せ

と
健
康
づ
く
り
の
後
押
し
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ノルディックウオーキング
ノルディックウオーキングは、2本のポールを使用してリズミ

カルに歩くウオーキングです。両手にポールを持って地面を突
きながら歩くため、腰、ひざ、
足首や関節などの下半身に
かかる負担を軽減し、安全に
ウオーキングを楽しむことが
できます。また、全身の90％
の筋肉を使うので、高齢者
や衰えた筋肉を向上させるた
めのリハビリなどにも役立ち
ます。

てのんでさるこや事業で、今北海道を回っている水枝谷夫妻。地図があると
歩く意欲にもつながる
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